
背景と目的

無人施設が分散して存在

点検費用の削減が求められている

尐ない職員による巡回点検

中山間地域

人口が尐なく、行財政の

効率化が検討されている

人口が尐なく、行財政の

効率化が検討されている

点検費用が最小となる

自動監視装置の導入数と巡回経路を検討

過去の研究で
検討してきた内容点検費用が最小となる

自動監視装置の導入数と巡回経路を検討

過去の研究で
検討してきた内容

施設へ直接赴くことなく点検可能
巡回時間の短縮

自動監視装置
施設へ直接赴くことなく点検可能
巡回時間の短縮

自動監視装置

本研究

2日に1回点検する施設2日に1回点検する施設

　全ての施設を毎日巡回する必要はなく、重要度の低い施設は
その重要度に見合う巡回頻度にして、点検作業を行うことである

施設の重要度を考慮し検討する

次の日次の日

重要度を考慮するため、日々の巡回施設が変わる

これにより総巡回時間が大きく変化するため、

日々の巡回施設も検討する

方法

自動監視装置の導入数と日々の巡回施設及び経路の決定方法

【自動監視装置費】 + 【巡回費用】→min
　　　 【自動監視装置費】 = 【イニシャルコスト】＋ 【ランニングコスト】

　　　 【巡回費用】 = 【人件費】 + 【燃費】

制約条件

　1日の労働時間

　各施設の重要度　など

遺伝的アルゴリズム(GA)

を用いて検討

GAGA

・・・
巡回経路決定

巡回時間検討

k日目

最短巡回時間

k日目に
巡回する施設を決定

GA
巡回経路決定

巡回時間検討

1日目

最短巡回時間

1日目に
巡回する施設を決定

GA

・・・
巡回経路決定

巡回時間検討

k日目

最短巡回時間

k日目に
巡回する施設を決定

GA
巡回経路決定

巡回時間検討

1日目

最短巡回時間

1日目に
巡回する施設を決定

GA

日々の巡回施設を決定日々の巡回施設を決定

k日間の巡回時間k日間の巡回時間

最適巡回経路最適巡回経路

k日間の最短巡回時間決定k日間の最短巡回時間決定

新たに

制約条件
　装置耐用年数　10年
　移動速度　35km/h

　人件費　2500円/h

　移動費　5円/km

　一日労働時間　8時間
　拠点　施設番号31
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対象地域：南淡路市
重要度
　　0～26:毎日巡回する施設
　27～50:2日に1回巡回する施設
　51～75:4日に1回巡回する施設

まとめ

設置場所
　　施設の重要度が毎日、2日に1回、4日に1回巡回する施　

　設としたとき、自動監視装置は毎日巡回する施設に優先　
　的に設置される

　　これは自動監視装置の設置により1日あたりに削減され

る巡回時間が重要度に大きく影響しているためである

巡回経路
　　道路の関係上一概には言えないが、施設の最適巡回経
　路は円状の巡回経路といえる

分散して存在する水供給施設の重要度を考慮した
巡回点検システムの設計

環境計画研究室 小林啓太

GAプローチャート

背景と目的 本研究

方法

対象地域：南淡路氏

結果：巡回経路

結果：設置場所
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